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平
ひらじょうかいづか

城貝塚の魅
みりょく

力−貝
かいづか

塚が守
まも

った土
ど き

器や石
せっき い が い

器以外の道
どうぐ

具２
　先

せんかい

回のパンフレットでは、動
どうぶつ

物の骨
ほね

や角
つの

そして貝
かい

を加
か こ う

工して、平
ひらじょうじん

城人が身
み

を飾
かざ

るために

使
し よ う

用していた道具について紹
しょうかい

介しました。今
こんかい

回は、日
にちじょうせいかつ

常生活に直
ちょくせつかんけい

接関係すると考
かんが

えられる

道具について紹介します。

　最
さいしょ

初は、鹿
しか

の前
まえあし

足の尺
しゃっこつ

骨という骨
ほね

を利
り よ う

用した、狩
しゅりょう

猟を目
もくてき

的として使
し よ う

用された可
か の う せ い

能性が高
たか

い道具です。平城貝塚では、現
げんざい

在のところ３点
てん

だけ確
かくにん

認されています。

　上
うえ

の写
しゃしん

真で、「使
し よ う ぶ ぶ ん

用部分」と示
しめ

している部
ぶ ぶ ん

分が刃
は さ き

先にあたり、鑿
のみ

という大
だい く ど う ぐ

工道具によく

似
に

ています。ただし、鑿は片
かたは

刃であるのが一
いっぱんてき

般的ですが、この道具は両
りょうば

刃です。

　これらについては、マグロ等の大
おおがたぎょるい

型魚類や小
こがた

形の鯨
くじらるい

類などを仕
し と

留めるための道具と考え

ています。また、写真の左
ひだりはし

端のものに比べて右
みぎはし

端のものは刃
はさき

先が短くなっています。刃先

が鈍
にぶ

っても、研
と

ぎ直
なお

して使
つか

い続
つづ

けるという、「物
もの

を大
たいせつ

切にする心
こころ

」の表
あらわ

れかもしれません。
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　　次
つぎ

にご紹
しょうかい

介するのは、鹿
しか

の角
つの

を加
かこ う

工し

　た道具です。鹿
ろっかくふ

角斧と言
い

います。

　　本
ほんらい

来は、角の太
ふと

い部
ぶぶ ん

分から枝別れした、

　小
ちい

さな角の先
せんたんぶ

端部だったのですが、残
ざんねん

念

　ながら折
お

れてしまっています。

　　左
ひだり

の写
しゃしん

真の中
なか

で、「使
しよう ぶ ぶ ん

用部分」と示
しめ

した

　所
ところ

が擦
す

り減
へ

っていますので、ここを主に

　使っていたことが分かります。。

　右
みぎ

の写真の中で、白
しろ

い破
はせ ん

線で囲
かこ

った部分

が擦り減って、平
たい

らになっています。

　平
ひらじょうかいづか

城貝塚では、現
げんざい

在のところこの１点だ

けで、その他
ほか

の貝塚でも多
おお

く出
しゅつど

土するもの

ではありません。

　どのように使
しよう

用されていたのかについて

は、北
ほっかいどう

海道とそれより北
きた

の地
ちい き

域に住んでい

た先
せんじゅうみん

住民の生
せいかつどうぐ

活道具の中
なか

に、土
つち

を掘
ほ

り返
かえ

す

道
どう ぐ

具として使
つか

われていた物
もの

と似
に

た物があることから、土
つちほ

掘り具
ぐ

として考
かんが

えられています。

　　左の写真のものは貝
かいじん

刃といいます。そ　

　の名
な

の通
とお

り、二
にまいがい

枚貝の縁
ふち

を打
う

ち欠
か

いてギ

　ザギザにし、刃
はもの

物の様
よう

にしています。こ

　れについては、魚
さかな

の鱗
うろこ

を剥
は

がすために使
つか

　われていたと考
かんがえ

えられています。

　　これらのように、貝
かいづかいがい

塚以外では出
しゅつど

土し

　にくい生
せいかつどうぐ

活道具が数
かずおお

多く見
み

つかるのが、

　貝塚の大
おお

きな魅
みりょく

力の一
ひと

つなのです。
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かいじん

貝刃

文化財の保護にご理解とご協力をお願いします！
　文化財は、壊されてしまうと元に戻すのことが極めて難しいものです。皆様のお住い
の地域にどのような文化財があるかについては、教育委員会生涯学習課までお問い合わ
せください。　…お問い合わせは、生涯学習課（電話０８９５−７３−１１１２）まで。


